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3農を曙iJハ闘の渇〈立川〉
町民のうごき

昭和54年盛夏
世帯数� 1.940 男� 4.067 

勝浦町長�  t.;長 木 義 夫� 人口�  8.194 女� 4.127 
f¥ 

E力役 富'� Ul奇 武 博� 昭和54年 7月 l日現在

男女計

" 山� ii手 公 1t 出生� 6 

勝浦町級会機長 中 西 日青 美
死亡� 2 

転入� 9 12 21 

刷機長 滝 口 良 転出� 10 10 20 

学校も夏休みに入って，夏も本格的になってきまし

た。

肌をっき刺すような強い目ざしは，アスフアルト造 '79 

りの町並みに反射して， まばゆく，空気はそ よとも動

かなし¥そんな真夏の昼下がりです。 8.
月号:;/.， ::
暑さもまだまだ続きます。健康には十分注意して，

快適な夏をお過ごしください。

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
暑中お見舞申しあげます

MUS04
テキストボックス
涼を呼ぶ八間の滝（立川）

MUS04
テキストボックス
町民のうごき



昭和54年 8月1日 カゐ 4コ つ ら 第110号 (2) 

しず ま こ ととかせ八投
〈まさ今し十お同らいか粟勝
機すわ後た九り l時住に所が浦 町政をに なう長。る四。日当に民行の六町 


機 年 に逃巡儒わ投月議 

制1];寓 貝 l 当者挙祉れ来 二 会

!被 さ、 選を会セ、所十機 新しい議会議員が誕生

線義務機運委幾多義3
;長 ん!傍 証決を ン 同 に 凶 員
・以 を浦 野定 l朔 夕 日 お 日 �  -
t下 紹町 をしき�  l午 いに般
;鱗介政交 、、で後て、 選

席 いに 付ー六次 I~百八ぃ I町挙 
I }II頁 たた し月の梨�  i待つ内の�  

¥J  

細川l 寛、 宮本政明�  折部健一郎� 井出幸夫�  滝口良一�  中西晴美�  
(45歳)坂� 本 (40歳)中角 (35歳)横瀬 (25歳)今山 (47歳)生名 (56歳)中山

、J ... 
山本美芳�  押栗義雄�  岡本富治�  山村多喜夫� 河野チヅ�  福中一男�  
(48歳)沼江� (44歳)与川内 (30歳)黒岩 (58歳)沼江 (57歳)坂本 (54歳)久国

¥J 

小関 武 夫 �  坂口貞雄�  平岡�  武 西浜勝己�  岡重夫�  山下豊寿�  ‘' 
(53歳 ) 横 瀬 (49歳)星谷 (45歳)黒� 石 (43歳)棚野 (58歳)中角 (52歳)中角

f生 粟 区 名 有権者数 投 票 者 数 投 票 率
第� l 石原 ・沼江 ・山西掛� 747人� 728人� 97.46% 

第 2 中角・生名� 942 916 97.24 

第 3 今山・黒岩・星谷� 884 866 97.96 

第 4 久国・棚野� 913 883 96.71 

第 5 棚野立川� 60 59 98.33 

第 6 中山・横瀬� 1，180 1，155 97.88 

第 7 与川内� 458 445 97. 16 

第 8 坂本� 774 750 96.90 

計� 5I9 5 8 5，802 9 7 . 38 

投
票
所
別
投
票
率 
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MUS04
テキストボックス
町政をになう
新しい議会議員が誕生
晴れの当選者



昭和54年 8月1日つ ら
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ー¥

，，"::i包

{~包 中

口 西

良 晴

美

A J A

e 

l国山 F¥ 
浜下  

1I非 盟
己寿  

貞豊一政チ月幸
雄寿男明ヅ己  

議

長

第
三
回
臨
時
会
ザ

勝
浦
町
議
会
の
議
員
構
成
き
ま
る

議
会
だ
よ
り

美

氏

議
会
の
傍
聴
を

』

談
会
の
川
会
は
、
三
月
、
六
月
、

九
月
、
十
二
月
の
年
四
団
関
か
れ
る

定
例
会
と
必
要
に
応
じ
て
開
催
さ
れ

~
る
臨
時
談
会
の
二
つ
が
あ
り
ま
す
。

ム

こ
の
談
会
の
開
催
中
に
、
談
会
内

」
谷
を
傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん
か 

)

傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
、
議 

ι
会
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

品
さ
い
。

一
議
員
さ
ん
猛
勉
強

~

こ
ん
ど
新
し
く
議
長
に
な
ら
れ
た


ム
七
名
の
か
た
を
中
心
に
、
毎
週
火
昭


一
日
と
令
眼
目
の
夜
七
時
半
か
ら
十
時
 

}
ま
で
、
白
川
町
助
役
を
は
じ
め
各
謀
長


ι

が
講
師
と
な
り
、
地
方
自
治
法
や
町


条
例
、
財
政
な
ど
を
講
義
。
議
員
の

吋
み
な
さ
ん
は
、
汗
だ
く
に
な
り
猛
勉 

~
強
中
で
す
。

公
害
対
策
特
別
委
員
会

一
氏

産
業
建
般
常
任
委
員
会

盟
寿 

V

V

議

長

に

中

副
会
長
に
滝

晴 美義幸一
美芳雄夫男  

西ロ 

良晴

。

山

本

美

芳

山
村
多
喜
夫

O

一
般
選
挙
後
の
初
談
会
が
七
月
十

一
日
開
会
さ
れ
、
議
長
に
中
西
晴
美

氏
、
副
穣
長
に
滝
口
良
一
氏
を
選
任

し
、
つ

い
で
常
任
委
員
会
と
特
別
委

貝
会

の
委
員
を
決
定
し
ま
し
た
。
そ

し
て
町
長
提
案
の
勝
浦
町

一
般
会
計

補
正
予
算 

(
第
三
号 
)
を
原
案
ど
お

り
可
決
し
て
閉
会
し
た
。

各
常
任
委
員
会
と
特
別
委
貝
会

の

委
貝
は
次

の
と
お
り
で
す
。

福
中

O

井

出

幸

夫

宮

本

政

明

細
川

究

坂

口

貞

雄 

井
出

押
栗

山
本

中
西

。
山
下

細
川

O

寛

V
厚
生
常
任
委
員
会

。
岡

重
夫 

O
宮

本

政

明

折
部
健
一
郎

河

野

チ

ヅ

西

浜

勝

己

坂

口

貞

雄 

。
西
浜

河
野

O

委
員
長 

O

副
委
員
長

同
和
対
策
特
別
委
員
会

。

小

関

武

夫

折
部
健
一

郎

福

中

一

男

抑
制
木
義
雄

な
行
財
政
運
営
を
目
指
し
、
議
決
機

関
と
執
行
機
関
が
車
の
両
輪
と
な
っ

て
、 V
お
互
い
に
抑
制
均
衡
の
う
え
に

O

立
っ
て
協
力
し
合
っ
て
ゆ
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
う
の
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
議
会
連 
包
に
つ
き
ま
し
で

v

も
、
円
満
公
正
か
つ
品
位
あ
る
巡
常

V
坂
本
小
学
校
建
叡
特
別
委
員
会


に
つ
と
め
、
愛
す
る
郷
土
勝
浦
の
発


展
と
住
民
の
幸
せ
の
た
内
、
こ
ん
九
苛


の
力
を
ふ
り
し
ぼ
っ
て
頑
必
る
こ
と


を
お
仰
い
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す


ど
っ
か
町
民
叫
日
出
時
打
の
る
お
一
一
肘

の
ご
指
持
と
ご
協
力
を
心
ケ
り
お
願

い
巾
し
卜
げ
ま
し
て
枕
げ
の
ご
あ
い

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。 

山
村
多
喜
夫

平
岡

武

滝
口

良

宮
本

福
中

山
下

坂
口

勝
浦
川
総
合
開
発
特
別
委
員
会

畑
総
特
別
委
員
会

V V

総
務
常
任
蚤
員
会

。
岡
本

一

富
治

小

関

武

夫

を
や
げ
る
決
意
は
‘
だ
れ
に
も
負
け

な
い
と
自
負
し
て
お
り
ま
す
。

い
ま
、

勝
浦
町
で
は
、
地
場
産
業

娠
興
、
と
り
わ
け
み
か
ん
産
業
の
再

建
、
商
工
業
の
振
興
を
は
じ
め
川
町
道

町
道
、
農
林
道
の
桜
山
川
や
医
療
地
設

教
育
地
設
の
務
備
充
実
な
ど
重
大
問

題
が
山
似
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
諸
問
題
を
早
急
に
解
決

す
る
た
め
に
、
計
阿
的
か
つ
効
本
初

。
押
菜

義

雄

井

出

幸

夫

O
折
部
健
一
郎

岡
本

富

治

副

議

長

問

量

失

平

阿

武 

こ
の
度
の
町
機
会
議
員
改
選
に
伴

い、

去
る
七
月
十
一
日
に
開
か
れ
た

初
議
会
に
お
い
て
、
私
た
ち
が
勝
浦

町
議
会
議
長

・
副
議
長
に
当
選
し
、

就
任
い

た
し
ま
し
た
。

私
た
ち
は
、
浅
学
非
オ
で
果
た
し

て
こ
の
重
貨
を
全
う
す
る
こ
と
が
で

き
る
か
危
ぐ
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す

が、

町
を
愛
し
、
泣
か
で
明
る
く
泊

力
の
あ
る
町
づ
く
り
の
た
め
に
全
力 

。
岡
本

富

治

山
村
多
喜
夫

O
細
川

寛

河

野

チ

ヅ

山
本

美

芳

滝

口

良

一

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
議会だより
第三回臨時会
勝浦議会の議員構成きまる



(4) つーコヌ少昭和� 54年� 8月� 1日� ら 第� 110号

昭
和
四
十
七
年
に
着
手
し
た
、
県
営
畑
地
帯
総
合
整
備
事
業
。
こ
の
事

換
は
、
み
か
ん
園
に
か
ん
が
い
、
防
除
用
の
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
の
新
設
と

農
道
網
の
聾
備
を
行
い
、
血
贋
業
経
営
の
近
代
化
、
合
理
化
を
図
る
ニ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

A
V

施

肥

み
か
ん
闘
の
施
肥
は
、
回
数
も
施

肥
最
も
多
く
、
化
成
肥
料
や
配
合
肥

料
な
ど
重
い
も
の
を
運
搬
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
液
体
肥
料
を
ス
プ

リ
ン
ク
ラ
ー
に
よ
っ
て
施
肥
す
る
と
、

の
盤
備
と
先
に
述
べ
た
か
ん
排
事
業

の
二
つ
を
併
せ
た
も
の
が
畑
総
事
業

と
呼
ば
れ
る
も
の
な
の
で
す
。

で
は
、
農
道
の
務
備
状
況
に
焦

点
を
あ
て
、
五
十
三
年
度
ま
で
の
進

行
状
況
を
表
に
現
わ
し
ま
す
と

の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

今
後
は
、
棚
野
、
中
山
、
星
谷
、

沼
江
地
区
に
も
こ
の
事
業
を
す
す
め
、

若
い
世
代
に
も
魅
力
の
あ
る
近
代
的

な
み
か
ん
栽
培
へ
脱
皮
し
よ
う
と
す

る
の
が
こ
の
事
業
な
の
で
あ
り
ま
す
。

県
営
畑
地
帯

総
合
整
備
事
業

ま
ず
、
畑
総
事
業
の
中
の
か
ん
が

い
排
水
事
業
に
つ
い
て
触
れ
て
み
ま

す
と
、 

}北
木
ダ
ム
が
完
成
し
た
こ
と

に
よ
り
、
こ

の
ダ
ム
に
新
し
い
水
源

を
求
め
て
、
町
内
の
み
か
ん
園
五
三

三
仁
の
う
ち
の
受
談
面
積
二 

五
仁

O

に
ス
プ
リ

ン
ク
ラ
ー
の
新
設
を
行
い
、

か
ん
水
や
防
除
、
ま
た
施
肥
な
ど
の

作
業
を
合
理
化
し
、
新
し
い
み
か
ん

づ
く
り
に
取
り
組
も
う
と
い
う
も
の

で
す
。

で
は
、
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
の
具
体

的
な
利
用
方
法
を
あ
げ
て
み
ま
す
と 

A
V

か

ん

水

O
O
O
J

勝
浦
町
は
、
年
間
二 

く

ら
い
の
雨
が
降
り
ま
す
か
ら
、
み
か

ん
畑
に
か
ん
水
は
必
要
な
い
と
思
わ

れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

問
は
必
裂
な
時
に
必
要
な
だ
け
除
る

と
は
限
り
ま
せ
ん
。
年
間
降
雨
量
の

約
三
十
六
打
が
六
月
と
九
月
に
集
中

し
て
お
り
、
み
か
ん
が
肥
大
す
る
七

片
八
月
に
は
雨
が
少
な
く
、
平
成
口
を

受
け
る
こ
と
が
多
い
わ
け
で
す
。
こ

れ
を
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
で
通
期
に
適

廷
の
か
ん
水
を
し
ま
す
と 
@
果
実
の

肥
大
や
増
収
が
得
ら
れ
る
@
隔
年
結

果
を
防
ぎ
品
質
が
良
く
な
る
な
ど
の

効
果
が
上
が
り
ま
す
ロ

。

防

除

|
動
噴
を
使
わ
な
い 
|

-
新
し
い
み
か
ん
づ
く
り
|

各
み
か
ん
図
に
肥
料
を
運
搬
す
る
必

要
が
あ
り
ま
せ
ん
し
、
液
体
肥
料
は

従
来
の
肥
料
と
比
較
に
な
ら
な
い
ほ

ど
の
利
点
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
利
点
は 

@
地
設
時
聞
が
短
縮
さ
れ
仕
事
が
楽

で
あ
る
@
肥
料
が
節
減
で
き
経
済
的

で
あ
る 
@
効
き
め
が
早
く
肥
精
管
理

が
し
や
す
く
な
る
な
ど
が
あ
げ
ら
れ

ま
す
。

現
在
こ
の
工
事
の
進
行
状
況
や
事

業
資
は
、
次
の
表
の
よ
う
に
な
り
ま

れ
、
し
か
も
能
率
が
上
が
る
@
防
除

す
。

み
か
ん
の
管
攻
作
業
の
中
で
、
夏

の
防
除
は

一
番
の
重
労
働
で
す
。
し

か
し
、
い
や
で
も
病
害
虫
の
防
除
を

効
巣
が
す
ぐ
れ
て
い
る
。
農
薬
の
危

'r

者
防
止
に
役
立
つ
な
ど
の
利
点
が
あ

r.

昭和� 47年計画 昭和53年度まてず演績
件紛l名� 

~j:;業量 事藁費稔額 lß.~権最 {ぜ'事 業 �  

1'1 mm l'i 
南部幹� 

8，642 335，401 2，760 94，084 
紛i水路�  

北部幹�  
7，015 471，211 6，838 421，211 

:t!-i二JE| 

¥ー〆

¥} 

料l水路

り
ま
す
。て
 怠

る
と
、
よ
い
果
実
の
収
機
は
で
き

ま
せ
ん
。
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
で
防
除

す
る
と
。
い
や
な
作
業
か
ら
解
放
さ

次
に
、
般
道
事
業
に
つ
い
て
触
れ

て
み
ま
す
と
、
農
作
業
を
行

っ
て
い

く
う
え
で
、
雌
股
道
の
新
設
や
改
良
は

近
代
化
を
図
る
う
え
に
必
要
不
可
欠

な
も
の
と
な
り
ま
す
。

こ
の
農
道
網 

dj明(¥竹町?:イ片
近代的なみかん栽培へ脱皮 @施設紹介・

※� f椅持Ii.北部の区分は. 

}肪q前川を� illとして

昭和� 53年度 昭和� 53年度
地区別

まての事業量 まて切事業費� 
m r'I'i1 

今 山�  5，583 405，9231 

lj川内� 2，272 195，069 

中角�  924 

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
明るい町づくりを目指して
近代的なみかん栽培へ脱皮　施設紹介
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会

長

副
会
長

，ーベ、

-J 

争


、ー、〆

mw 初
代
中
川
削
博
文
さ
ん
�
 (8
μ
初日
，)� 

代

山

本

勲

さ

ん

�

 (

川

引
山
�
 

6
U

H
m
H

M
W

，)

マ
ワ
シ
を
寄
付

一~

初
代
中
瀬
博
文
さ
ん
�
 
(
4
υ川
)

川
叩
代
山
本
勲
さ
ん
�
 
(

，)

4
μ
5
H

結
果
報
告

町
民
体
力
テ
ス
ト

七
月
十
四
日
に
勝
浦
中
学
校
グ
ラ

。
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ
(
女
子
)

叩
代
湾
口
智
子
さ
ん
�
 
(
日
υ
川
市
今
�
 
)

勝
中
相
撲
部
に

こ
の
ほ
ど
勝
浦
中
学
校
の
相
時
間
部

九一

。
走
り
幅
飛
び
(
男
子
)

加
代

抑
梁
義
出
附
さ
ん
�
 (4
μ

初
代
中
瀬
利
忠
子
さ
ん
�
 (ロ
�
 

，)

代

平

治

子

さ

ん

�

 

@
走
り
幅
飛
び
(
女
子
)

ω代
湾
口
智
子
き
ん
�
 
(3
μ
日
勺
�
 )

初
代
中
瀬
利
恕
子
さ
ん
�
 (2
μ
日
勺
�
 )

刊

代

平

清

子

さ

ん

�

 (
2υ
川
田
�
 

@
斜
め
懸
垂
(
女
子
)

叩
代
大
娠
し
の
ぶ
さ
ん
�
 
(
問
団
�
 
)

初
代
中
瀬
利
忠
子
さ
ん
�
 
(
お
回
)

刊

代

平

清

子

さ

ん

�

 

H
 
U

)

に
、
選
手
用
の
�
 
7

ワ
シ
二
十
本
が
山

下
さ
ん
�
 (中
角
)
、
平
岡
さ
ん

(黒
岩
)
、

中
西
さ
ん
�
 (星
谷
�
 
)
か
ら
贈
ら
れ
ま

し
た
。こ

れ
は
、
今
年
の
二
月
に
相
撲
場

の
土
俵
聞
き
を
し
た
の
を
契
機
に
、

生
徒
た
ち
に
土
俵
を
十
分
活
用
し
、

か
ら
だ
を
鍛
え
、
伝
統
あ
る
相
撲
の

活
躍
に
期
待
し
て
い
る
も
の
で
す
。

現
在
、
相
撲
部
貝
は
四
名
と
少
数

で
す
が
、
週
に

一
度
設
け
ら
れ
た
ク

ラ
ブ
の
特
別
活
動
で
は
、
二
十
四
名

の
生
徒
が
参
加
す
る
な
ど
、
活
発
な

活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

ン
ド
て
行
わ
れ
た
、
町
民
体
力
テ
ス

ト
の
結
栄
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

。
百
メ
ー
ト
ル
走
(
男
子
)

初
代
伊
丹
新
吾
さ
ん
�
 
(
日
紗
�
 

智
子一

  

叩

代

滝

監

水

さ

ん

�

 (は
紗
�
 
7
)

m刊

代

宮

本

勲

さ

ん

1
4

@
千
五
百
メ
ー
ト
ル
走
(
男
子
)

初
代
抑
架
義
術
さ
ん
�
 
(
4
分
�
 

初

代

沌

笠

水

さ

ん

�

 (
5
分
刊
秒
)

刊
代
宮
本
助
一
さ
ん
�
 
(
6
分
開
秒
)

。
砲
丸
投
げ
(
男
子
)

初
代
伊
丹
新
吾
さ
ん
�
 
(8
μ
日
勺
�
 )

新
記
録

副
会
長
�
 

m
M

闘
幽
村
山
叫
・
-

』

加
代
中
瀬
、利
恵
子
さ
ん

(
同
秒

刊

代

平

清

子

さ

ん

@
懸
垂
(
男
子
)

初

代

松

村

茂

さ

ん

�

 (
江川回� )

平
岡
久
宣
さ
ん
�
 (阿
国
�
 
)

初

代

湾

口

惣

さ

ん

�

 (
時
四
�
 
)
 

本
�
 

代

山

本

勲

さ

ん

�

 (8
図
)

3
3
3
 

。
百
メ
ー
ト
ル
走
(
女
子
)

(
は
秒
�
 
3
)

問

代

滋

口

�

 
さ
ん
�
 (凶
紗
�
 
6
)

新
記
録

(
げ
紗
7
)

@
千
五
百
メ
ー
ト
ル
走
(
女
子
)

叩
代
大
町
市
博
代
さ
ん
�
 (7
分
1
秒
)

清
院
だ
よ
り

火
災
時
の
救
助
活
動
に
役
だ
て
よ

う
と
凶
百
皮
の
高

混
に
も
溶
融
し
な

い
耐
熱
服
と
酸
素

ι
η
P
U
4k

 

気
呼
吸
恭

吸
入
の
た
め
の
空

一
組
を

消
防
本
部
に
備
、
え


ま
し
た
。


こ
れ
に
よ
っ
て


mw火
災
時
の
人
命
救

助
寸
前
動
に
も
大
い

M
H
f

勝
浦
中
学
校
の
新
役
員
さ
ん
�
 

松
雌
崎
幸
敬
さ
ん
�
 (氾…山石� )
 
}

今
附
箆
幸
さ
ん
�
 (今
山
)

』

監

P 

了

A 

4企� h 

"" 
書

幸
浦
芳
�
 

.0.. 

監.0.. 

"" 

事計ーー言己

f

"" 

竹
林
啓
之
さ
ん
�
 (生
名
)

新
居
孝
雄
叫
さ
ん
�
 (坂
本
)

山
田
敏
忠
さ
ん
�
 (棚
野
)

高

田

治

さ

ん

�

 
(沼
江
)

野
上
治
男
さ
ん
(
愉
谷
)

中
西
泰
雄
さ
ん

(
中
角
 )

小
西
節
子
さ
ん
�
 (中
角
)

梅
川
7
ク
ミ
さ
ん
�
 (坂
本
)

音十 事� 

升
上
正
義
さ
ん
�
 (坂
本
)

立
体

一
千
さ
ん
�
 (中
山
)

戸
川
敏
宏
さ
ん
�
 (生
名
)

言己

勝
谷
恒
治
さ
ん
�
 (星
谷
)

滋

道

子

さ

ん

�

 
(
石
原
�
 
)

体
育
後
援
会

長

間
本

動
さ
ん
�
 (繊
瀬
)

岡
村
公
こ
さ
ん
�
 (棚
野
)

新
民
的
治
治
さ
ん
�
 (坂
本
)

鈴

江

究

さ

ん

�

 
(与
川
内
)

岡
本
栄

一
さ
ん
�
 (微
瀬
)

寺

尾

弘

さ

ん

�

 
(今
山
)

さ
ん
�
 (久
間
)

l
)
 

「
町
己ロ

�
 
タ

osny s--
A
&

O
)

紗
)

μ
m
H
J
 

(
剖
幻
旧
日
シ)

(
時
四
)

火
災
時
の
救
助
活
動
に
耐
熱
服
を
購
入

き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

に
活
協
が
期
待
で

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
勝中相撲部にマワシを寄附
消防だより
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身
一応
剣
べ
を
し
、
依
差
別
部
級
住
民

就
職
に
あ
ら
わ

七
月
号
で
は
、
残

念
な
が
ら
差
別
は
根

強
〈
残
っ
て
い
ま
す

と
い
う
こ
と
で
県
の

実
態
調
査
の
結
果
を

記
載
し
ま
し
た
が
、

今
月
は
そ
の
具
体
的

な
実
例
を
あ
げ
て
み

ま
し
た
。
も
う
一
度

よ
く
考
え
て
み
ま
し

ょ‘ヲ
。

一
九
七

一
年
�
 (昭

和
四
十
六
年
)
七
月
、

高
知
市
の
あ
る
保
険

会
社
か
ら
県
立

0
高

校
へ
、
求
人
の
申
し

込
み
が
あ
り
ま
し
た
。

進
路
指
導
の
先
生
が

優
秀
な
生
徒
を
紹
介

し
た
と
こ
ろ
会
社
は
、

れ
た
差
別


そ
こ
で
、
進
路
指
導
の
先
生
方
は
、

こ
れ
は
悪
質
な
「
部
孫
差
別
」
で
は

な
い
か
と
与
え
、
県
教
育
委
員
会
、

学
校
、
県
職
業
安
定
謀
、
運
動
団
体
、

研
究
団
体
な
ど
と
と
も
に
調
査
し
ま

し
た
。

は
じ
め
、
会
社
は
「
部
落
差
別
で

は
な
い

」
と
い
ろ
い
ろ
な
理
由
を
つ

け
て
い
ま
し
た
が
、
殺
後
に
は
差
別

の
事
笑
を
み
と
め
ざ
る
を
え
な
く
な

り
「
部
議
差
別
を
し
て
ま
こ
と
に
申

し
わ
け
あ
り
ま
せ
ん
。
ふ
か
く
お
わ

び
い
た
し
ま
す
」
と
、
重
役

・
幹
部

職
只
が
陳
謝
し
て
、
不
採
用
を
と
り

け
す
と
と
も
に
、
会
社
の
線
用
規
定

九
月
例
会
の
作
品
を
、
次
の
と
お

り
募
集
し
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
応
募

く
だ
さ
い
。

課

題

諒

一
首

自
由
週

三
首

い
ず
れ
も
未
発
表
の
も
の

締

切

り

八

月

二
十
五
日

従
出
先
町
教
育
委
以
会

※
例
会
は
、
応
募
者
に
辿
絡
し
ま
す
ω

五
月
例
会
の
作
品
ーか
ら

。
食
泌
う
心
の
ま
ま
に
向
き
A
H

へ
る

数
日
後
、
高
松
支
庖
長
名
で
不
採
用

通
知
が
と
ど
き
ま
し
た
。

ま
た
、
県
東
部
の
県
立
高
校
に
、

地
元
の
金
融
機
関
か
ら
二
名
の
求
人

が
あ
り
、
学
校
は
、
商
業
科
の
生
徒

を
二
名
推
せ
ん
し
ま
し
た
。
そ
の
う

ち
の

一
人
は
部
落
出
身
で
、
人
物

・

成
績
と
も
に
す
ぐ
れ
た
生
徒
で
し
た
。

筆
記
試
験
、
而
核
の
あ
と
、
成
例
制
中

位
の
部
孫
外
の
生
徒
が
採
用
さ
れ
、

地
区
の
生
徒
は
不
採
用
と
な
り
ま
し

た

そ
の
数
日
後
、
ふ
た
た
び
こ
の
金

繰
機
関
か
ら
、
も
う

一
名
ほ
し
い
の

で
世
話
し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
巾

し
込
み
が
あ
り
、
進
路
指
導
の
先
生

ト
刀
が
相
談
し
、
商
業
科
で
、

一
年
か

ら
三
年
ま
で
ト
ッ
プ
で
と
お
し
た
人

物

・
成
績
と
も
に
催
秀
な
部
決
の
生

徒
を
惟
せ
ん
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

前
と
同
じ
く
ぷ
験
と
耐
桜
の
結
決
、

ま
た
不
保
用
と
な
り
ま
し
た
。
�
 

ち
全
面
的
に
改
正
し
、
怜
部
や
社
員

が
部
落
問
題
に
対
す
る
正
し
い
認
識

と
理
解
を
も
つ
た
め
の
研
修
会
を
お

こ
な
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
事
件
は
、
学
校
の
先
生
方
が
‘

差
別
を
す
る
ど
く
み
ぬ
き
、
学
校
と

巡
動
団
体
と
行
政
が

一
体
と
な
っ
て
、

会
祉
の
あ
や
ま
り
を
た
だ
し
た
例
で

す
。こ

の
よ
う
な
、
差
別
事
件
に
対
す

る
取
り
く
み
の
な
か
か
ら
被
差
別
の

状
態
に
お
か
れ
て
い
る
部
滋
の
子
ど

も
た
ち
の
就
職
を
保
障
す
る
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
、
不
利
な
条
件
に
お
か
れ

て
い
る
す
べ
て
の
チ
ど
も
た
ち
の
枕

械
を
保
障
す
る
た
め
に
、
応
募
書
類

の
書
式
を
統

一
す
る
と
と
も
に
「
高

知
県
高
等
学
校
山
抗
戦
対
策
協
議
会
」

が
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。

崎
き
茶
の
聞
に
風
鈴
を
き
く


沼

江

斎

藤

重

子


。
が
む
し
ゃ
ら
に
生
き
し
足
跡
振
り


返
る
余
生
の
道
は
短
か
く
遼
し


横

瀬

位

怖

勢

広

夫


。
離
乳
食
あ
れ
こ
れ
作
り
ふ
と
思
う


終
戦
直
後
の
吾
子
を
い
と
し
む


槻
野
竹
凹
あ
ゆ
み


わ

よ

ろ

。
枇
杷
の
季
節
採
り
き
来
い
よ
と
便


く
れ
し
事
故
せ
ぬ
友
の
声
は
聞
か


れ
ず


棚

野

広

井

貞

代


@
打
ち
込
み
し
斧
の
手
ご
た
え
や
わ


Vら
か
く
樹
皮
み
ず
み
ず
と
汁
噴
き

て
く
る

一
九
七
五
年
�
 (昭
和
五
十
年
)
ご

ろ
か
ら
「
部
孫
地
名
総
鑑
」
や
「
部

落
リ
ス
ト
」
な
ど
の
差
別
図
書
が
出

版
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
図
書
を
、
日
本

を
代
表
す
る
お
お
く
の
企
業
や
金
融

機
関
が
購
入
し
て
い
た
こ
と
が
あ
き

ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
は
、
社
会
に
根
強
く
残

っ
て
い
る
部
落
差
別
を
利
用
し
、
部

落
の
人
び
と
を
、
近
代
的
な
産
業
か

ら
排
除
し
よ
う
と
し
て
購
入
し
た
も

の
で
す
。
さ
ら
に
、
こ
の
よ
、
7
な
差

別
図
書
が
出
版
さ
れ
て
き
た
と
い
う

こ
と
は
、
社
会
の
な
か
に
、
ま
だ
ま

だ
部
孫
の
人
び
と
に
対
し
て
、
ま
ち

が
っ
た
考
え
を
も
ち
、
部
孫
差
別
を

肯
定
す
る
人
び
と
が
お
お
い
こ
と
を

も
の
が
た
つ
て
い
ま
す
。
�
 

(「
か
い
ほ
う
」
資
料
か
ら
)

入
社
試
験
の
給
栄

「
採
用
を
内
定
し

た
の
て
、
本
人
が
会
社
へ
で
て
く
る

よ
う
に
」
と
、
学
校
へ
電
話
を
し
て

き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
本
人
が
て
む

き
ま
す
と
、
入
社
後
の
仕
事
の
内
容

を
説
明
し
、
通
勤
方
法
の
こ
と
や
、

背
広
の
新
調
な
ど
の
こ
と
を
話
し
、

健
康
診
断
書
も
だ
き
せ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
会
社
の
高
知
支
部
長
と

係
長
が
、
本
人
の
居
住
地
に
行

っ
て

で
あ
る
こ
と
を
雑
誌
す
る
と
、
そ
の

こ

ん

な

ム

、

夕

、

が

・

・..
 

渇
水
時
期
で
す

節
水
に
ご
協
力
を
グ

ボタ ポ タ水 �  
4時間で

約� 1リットル

糸 状の水�  
1時間で

約8リットル

捌
型f

原!

抑止� 
F 

¥、d

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
部落差別をふれあう心でなくしよう

MUS04
テキストボックス
就職にあらわれた差別
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H
H

で
も 

少
年
ぶ
行
を
な
く
す
る
た
め

ザコ(7) 第110号 カミ

山
伏
で
は
、
総
附
に
よ
る
々
什
M
m
の

融問

八
に
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

L

r、

ーーい心

い r¥・被たた起み i主 が る 1
 

iii

、、 日; 

さ奴な弘つが it~ 分といは 。 かてぜ 迷

か山りりりで溜.あすおくるいJt行 
、でし‘がはしりきどに不はま 為 祷弘れ  i

ー もた被ち迷てまにり  心どる に へかま  i
一 弘と;与で惑くすス見総件、場 ご 述けす  e 
O 逃きにす行だ 。リ物し者ス所  i主 絡た 。 
f昏さはあ 。為さ財ににてがリに 意 しと暴
へず 、つもやい布ね夢いいやは を でき定
ご と'てし 、 。ペコら I~I るる人必、 くは  !j}i

;ー飼い犬は必ず 不 (

j坐 j迂んい被暴ま持わにともにず ・ だいが定  ;
的くなる将ブJた物れなこの  j準と人 ス きちJth
く の小のにザ ‘にる つろで濃いの り い IIL つ為  j
だ併さをあタ人卜こてですをつ大 や 。 くてが  

(成犬 300円 J ← .J;夕、げ ( 
j小犬 100円 f

明
る
い
家
庭
づ
く
り

家
族
そ
ろ
っ
て
タ
"
こ
飯

つ
ぎ
の
こ
と
を
市
一
点
け
仰
に
関
係
機

聞
や
町
民
あ
げ
て
非
れ
防 

巡
動
を

H

め
ま
ぐ
る
し
く
宏
化
す
る
村
会
ル
仁

川
の
小
で
、
子
供
た
ち
が
す
く
す
く

引
け
ち
、
立
派
な
村
会
人
と
し
て
成
以

し
て
く
れ
る
こ
と
は
、
わ
た
し
た
ち

し
八
人
の
ね
が
い
で
あ
り
、
よ
ろ
こ
び

で
す
。

せ
め
て
今
年
の
変
こ
そ
は
、
家
政

そ
ろ
っ

て
タ
ご
似
を
た
べ
、
ゆ

っ
く

り
く
つ
ろ
ぎ
た
い
も
の
で
す
。

ご
府
知
の
よ
う
に
、
じ
川
日
か

ら
八
月
，
卜

一
日
ま
で
は

「
山
少
年

を
非
行
か
ら
守
る
令
町
強
化
川
川
」

と
な

っ
て
い
ま
す
。

-
人
で
も
今
川
作

同 

H 
(土
)

閥
恭

・
将
棋
教
室

五

日

(

臼

)

生

花

教

室

(
五
の
トホ・

五
十
旧
公
会
堂
)

八

回

(

水

)

手

芸

教

室

M

M

民
間
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
の 

こ 

の
行
動
に

Y
E

み
ん
な
が
そ
ろ
う
ま
で
、
ま

勝
浦
同
和
問
凶
研

究
会
定
例
会

-R
っ
て
タ
ご
似

隣
リ
机
み
か
ら 

わ
少
可
を

A

常
に
注
窓
を

合脅

卜

日
(
金
)
務
付
教
室

卜

一
日
(
土
)
闘
終

・
将
棋
教
室

十
八
回
(
土
)
湖
北
叶

・
将
棋
教
室

山
さ
な
い
山
す
ま
い

-胃

什
分
の
子
、
人
の
了
を
川
わ

二
十
日
(
月
)
生
花
教
室
一

行
防
止
め

パ
ト
ロ
ー
ル

水
)
手
芸
教
主

(ド下一の
木

・
丘
十
凶
公
会
堂
)

-R
 

A

H
(

討
を
く
ば
ろ
う
、 

供
た
ち

の
中
一川
と
卯
境 

f

ず
愛
の 

.
J
を

駐
在
所
だ
よ
り

犯
罪
や
事
故
を
防
止
し
て

阿
波
お
ど
り
を
楽
し
く
安
全
に

以
内
を
制
リ

一
色
に
ゆ

ι

り
つ
ぶ
す 

μ夏
の
祭
典 

H
H

一阿
波
お
ど
り

H
H

・が-」

と
し
も
小
松
山
市
を
皮
切
り
に
附
川

市
、
徳
山
川
市
な
ど
、
以
内
々
什
地
で
悦

と
く
に
こ
の
時
則
は
山
川
各
県

と
も
夏
祭
り
の
行
事
が
機
大
に
問
刷
附

さ
れ
る
た
め
、
以
外
か
ら
も
多
く
の

観
光
客
が
徳
山
を
訪
れ
る
ほ
か
、
お

盆
休
み
や
M
m
リ
比
物
を
旅
ね
た
川
行

中
汁
も
多
く
、
々
什
交
通
機
関
は
も
ち
ろ

ん
以
内
の
半
製
道
路
は
、
災
状
な
ま

で
に
八
比
泊
ほ
が
刷
大
し
て
人
や
山
下
で

泌
総
し
ま
す
。

犯
見
や
市
戸
仙
川
を
防
止
す
る
た
め
、
阿

波
お
ど
り
の
則
州
中
、
外
野 

-m別
に

「
野
川
川
本
郎
」
を
、
ま
た
符
策
本
部

に
「
阿
波
お
ど
り
総 

鈴
川
川
本
部
」

を
設
但
し
て
、
旬
日
お A

H
よ
そ

μ
行
人

の
野
耐
閉
山
刊
を
動 
H
H

し
て
い
父
泊
物
理
や

符
成
に
あ
た
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

阿
波
お
ど
り
の
則
問
中
は
、
次
の
こ

と
に
十
分
ご
作
泣
く
だ
さ
い
。

-
交
通
規
制
に
ご
協
力
を

則
川
中
は
以
内
弁
所
で 
‘
品
ゲ
行
悼
刊

天
川
や
ル
山
畑
州
場
が
ぷ
け
ら
れ
る
た
め
、

広
範
聞
に
八
凡
辿
脱
制
が
一
行
わ
れ
、
山
小

ニ
二 

j

;
;

の
泊
行
叫
川 

や
、
ぃ 
泊
わ
が
れ
わ

H

M

、とけよい惑 ー た配  
O

れ
ま
す
。
川
出
雑
防
止
や
行
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
た
め
、
マ
イ
カ
ー
で
の
お
で
か

け
は
山
米
る
似
り
内
粛
し
て
交
通
脱

制
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

-
線
路
事
故
を
防
ご
う

一M
M舛
場
の
出
入
口
付
近
は
大
変
な

泌
総
が
予
必
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
年

併
り
や 

りさ  

二
五
日 

(土

)

闘

終

・
将
棋
教
室

三
十
日
(
木
)
刷
口
字
教
率

各
教
盗
と
も
に
午
後
八
時
か
ら
抽
柄

拘
し
ま
す
。
時
間
に
お
く
れ
な
い
よ

う
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

な
お
、
本
月
か
ら
成
人
、
老
人
を

対
象
に
毎
土
酬
明 

閤
北
村
、
将
棋
教
室

H

を
問
緋
い
た
し
ま
す
の
で
愛
好
者
は

お
欠
陥
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

。 つないで下さいー弓  j
ー . 

8月 1日(月ノとう 買;
fエ;

f
川
川
辿
れ
の
か
た
は
、
で
き

る
だ
け
卯
め
に
入
場
す
る
よ
う
に
心

が
け
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
野 
-wmIゃ

純
血
只
の
帰

一小
に
従
い
、
痛
ま
し
い

維
附
州
事
故
な
ど
起
さ
な
い
よ
う
お
互

い
が
十
分
注
意
し
ム
円
い
ま
し
ょ
う
。

・
交
通
事
故
や
暴
走
行
為
を
な
〈
そ 

つ-則
川
中
は
異
状
な
ま
で
に
交
通
が

山
伯
雄
し
ま
す
。
ぃ
中
の
巡
転
者
は
品
川
に

安
全
巡
似
に
微
し
、
い
ハ
弘
通
併
故
に
は

卜
分
注
な
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

株
定
族
に
よ
る
、
人
悦
み
の
中
の
総

([メ8月15日伺l 

MUS04
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果

温抑!みかんとすだちの
優良系をあっせん� 

老
木
閣
の
改
植
事

業
に
つ
い
て
は
般
紙

的
に
取
り
組
み
、
ど

ん
な
口
問
的
や
系
統
を

と
り
入
れ
る
か
隆
々

検
討
を
さ
れ
て
い
る

こ
と
と
思
い
ま
す
。

本
町
に
お
い
て
は

温
州
み
か
ん
の
貯
蔵

用
と
し
て
十
万
、
古

田
系
を
、
ま
た
雑
柑

矧
で
は
八
朔
、
す
だ

ち
を
丞
点
的
に
と
り

あ
げ
て
い
ま
す
が
、

古
田
系
や
す
だ
ち
に

つ
い
て
は
椋
木
の
供

給
体
制
が
十
分
で
な
く
大
変
ご
不
便

を
か
け
て
い
ま
し
た
が
、
凸
旧
系
に

つ
い
て
は
瓦
月
に
、
す
だ
ち
に
つ
い

て
は
先
月
に
仰
木
が
十
分
採
取
で
き

る
よ
う
な
内
容
で
、
栽
培
良
家
と
正

式
に
契
約
を
い
た
し
ま
し
た
。

今
後
は
苗
本
山
川
市
に
つ
い
て

の
偲

木
が
不
足
す
る
と
い
う
こ
と
は
な
い

と
思
い
ま
す
の
て
、
こ
れ
ら
優
良
系

の
苗
木
を
作
り
、
改 
刑
事
業
を
山
間
桜

的
に
す
す
め
ら
れ
ま
す
よ
う
ご
楽
内

い
た
し
ま
す
。 

す
。

パ
体
的
に
は
次
の
よ
う
に
な
リ
ま

-
今
月
中
旬
・
」
ろ
ま
で
に
燦
協
か
ら


市
木
の
注
文
利
が
手
尤
に
と
ど
く
と


思
い
ま
す
の
で
必
要
な
口
川
崎
系
統
と


本
数
を
記
入
し
下
旬
ま
で
に
農
協
へ

返
送
し
て
く
だ
さ
い
。 

-
農
協
で
は
み
な
さ
ん
が
た
の
注
文

u

M

を
と
り
ま
と
め
た
う
、
え
で
、
必
要
な

穂
木
数
を
九
月
上
旬
に
係
取
し
、
笛

木
屋
さ
ん
へ
送
付
し
ま
す
。 

-
苗
木
屋
さ
ん
は
た
だ
ち
に
芥
桜
を

行
い
、
来
年

一
年
間
を
か
け
育
苗
し

ま
す
。

-
注
文
者
の
子
一冗
に
と
ど
く
の
は
、

再
来
年
の
三
月
中
下
旬
に
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
最
泣
の
苗
木
屋
さ
ん

は
注
文
の
あ

っ
た
日
山
積
系
統
を
、
注

文
の
あ
っ
た
だ
け
秋
の
芽
按
で
生
産

す
る
「
汁
回
生
産
」
を
や

っ
て
い
ま

す
の
で
、
往
年
の
み
か
ん
ブ 

ム
の

時
の
よ
う
に
、
い
つ
苗
木
屋
や
成
協

へ
注
文
し
て
も
自
分
の
思
っ
て
い
る

笛
木
が
あ
る
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
こ
と
を

1
分
認
識
さ
れ
苗
木
の

注
文
は
平
日
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

未
就
業
の
看
護
婦
さ
ん

県
で
は
、
ま
だ
就
業
し
て
い
な

い
保
健
婦
、
助
産
婦
、
看
議
婦
、

准
石
護
婦
さ
ん
の
調
査
を
行
い
、

就
業
希
望
者
の
登
録
や
紘
業
の
促

進
を
行

っ
て
い
ま
す
。

該
当
者
は
、
八
月
二
十
五
日
ま

で
に
伶
民
福
祉
課
ま
で
お
申
し
出

く
だ
さ
い
。

お

矢口

勺

せ
l

農


V V

ひ
と
と
お
り
圏
内
を
巡
回
で
き
た

で
し
ょ
う
か
。
本
年
は
全
国
的
に
笠

作
の
た
め
小
玉
栄
は
全
く
経
済
的
価

値
が
な
く
な
り
そ
う
で
す
。
す
そ
校
、

ふ
と
こ
ろ
校
の
果
実
を
中
心
に
徹
底

し
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

-
病
害
虫
防
除

ダ
ニ
類
と
こ
く
て
ん
病
防
除
が
中

心
と
な
り
ま
す
。
ダ
ニ
類
に
は
ダ
ニ

カ
ッ
ト
千
倍
液
、
こ
く
て
ん
病
に
は

ダ
イ
セ
ン
類
の
散
布
を
行
い
ま
す
。

特
に
こ
く
て
ん
病
予
防
の
ダ
イ
セ

ン
類
は
前
回
散
布
か
ら
二
百
ミ
リ
以

上
の
降
雨
か
四
週
間
を
経
過
し
て
か

ら
次
の
散
布
を
行
う
よ
う
心
が
け
て

く
だ
さ
い
。

-
苗
木
と
高
接
更
新
樹
の
管
理

防
除
・
:
・
新
芽
に
は
エ
カ
キ
虫
、


ア
ブ
ラ
虫
、
ア
ゲ
ハ
幼
虫
、
ダ
ニ
類


な
ど
が
発
生
し
ま
す
の
で
、
新
芽
伸


長
期
間
中
ア
ッ
パ

ー
水
和
剤
千
倍
液


を
七
日
お
き
に
散
布
し
て
く
だ
さ
い
。


支
柱
・

:
台
風
や
降
雨
に
よ
り
、

校
折
や
按
口
が
裂
け
た
り
し
ま
す
。

が
ん
じ
よ
う
な
支
柱
を
立
て
数
か
所

く
く
り
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

-
土
犠
管
理

雑
草
が
生
い
茂
る
と
水
分
の
奪
い

合
い
と
な
り
ま
す
。
算
抜
を
行
い

敷
革
で
水
分
の
保
持
に
努
め
て
く
だ

さ
い
。

作-
か
ん
水

中
旬
以
降
の
潅
水
は
果
実
の
肥
大

ン 

千
五
百
倍
液
を
散
布
し
、
フ
ジ

だ

が
目
ざ
ま
し
く
、
確
実
に
効
果
が
あ

が
り
ま
す
。

ち

-

収

穫

食
も
す
ぎ
る
と
待
望
の
収
穫
が
始

り
ま
す
。
出
荷
に
つ
い
て
は
各
出
荷

M

機
聞
の
指
示
に
従
っ
て
も
ら
う
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

二
つ
切
り
に

し
、
搾
っ
た
と
き
連
続
し
て
岡
市
汁
が

山
山
る
経
度
の
も
の
と
し
、
早
採
り
は

P
M

絶
対
い
け
ま
せ
ん
。

特
に
品
質
差
に
よ
る
悩
絡
差
が
大

き
く
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
秀
、

岡
山
別
の
区
別
も
よ
く
し
て
か
ら
出
荷

一 
起
皮
し
か
や

し
て
く
だ
さ
い
。

-

防

除

ヘ
タ
虫
、
た
ん
そ
病
は
、
上
旬
に

バ
ダ
ン
水
溶
剤
千
倍
加
用
ト
ッ
プ
ジ

コ
ナ
カ
イ
カ
ラ
虫
、
た
ん
そ
病
に
は

下
旬
に
デ
ナ
ポ
ン
水
和
制
八
百
倍
加

用
ト
ッ
プ
ジ
ン 

千
半
百
倍
液
を
散

布
し
て
く
だ
さ
い
。

M

-

防

除

も
ん
が
れ
病
予
防
の
た
め
に
は
パ

リ
ダ
シ
ン
粉
剤
阿
世
却
を
散
布
し
、

一

化
メ
イ
チ
ュ
ウ
、
ウ
ン
カ
、
ヨ
コ
バ

イ
、
徳
い
も
ち
に
は
キ
タ
ス
ミ
ナ 
y

ク
粉
剤
四
銭
を
散
術
し
て
く
だ
さ
い
。

・

実

肥

相
肥
と
し
て
出
穂
的
に
チ

ン
ソ、

カ
リ
を
そ
れ
ぞ
れ 

e

J

ら
な
か

っ
た
水
旧
て
は 

棺
ぞ
ろ
い

刷 

(九
十
計
山
山
聴
し
た
こ
ろ 
)
に
チ

ッ
ソ
、
カ
リ
を
生
育
状
況
に
応
じ
て

二
怒
程
度
施
用
し
て
く
だ
さ
い
。

¥， 

'----

水

手国
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H

「
ふ
み
の 

」
は
、
同
川ん
の
み
な

さ
ん
に
予
紙
を
大
い
に
品
川
川
い
て
い
た

だ
き
、
同
時
に
千
紙
文
化
、
丈
八
千
文

化
の
日
比
白
し
の

一
一
助
に
な
れ
ば
と
い

う
刷
宮
円
か
ら
設
け
た
も
の
で
す
。

し
て
、
生
川
の
小
に
も
の
を
件
く
判

例
を
取
り
戻
し
て
い
た
だ
き
、
人
と

人
と
の
交
流
を
悦
ん
に
し
た
い
と
巧

え
た
も
の
で
す
。

電
線
電
話
局
だ
よ
り

共
同
電
話
を
ご
利
用
の
か
定

『便
利
な
単
独
電
話
を
』

紋
近
、
共
同
況
話
を
ご
利
用
の
か

だ
か
ら
、
「
括
的
し
中
が
多
く
て
、
か
け

た
い
時
に
か
け
ら
れ
な
い
」
「
プ
ッ
シ

戸、
釣
り
上
げ
し
鮎
の

一
閃
洲
持
し

生

名

竹

林

白
川仰

待
ち
か
ね
し
雨
や
代
後
く
.
夫
水
川

生
名
一
大
川
判
れ
少

賞
品
帆
の
常
含
ん
だ
彬
雨
の
枇
他

川
一
制
作
勝
谷 

μ
仲
城

航
、
ぇ
終
え
し
川
の
一
向
に
小
さ
き
風
生

引け
川
山
中
ハ
ウ
ス
の
竹
を
陽
に
さ
ら
す

沼

江

大

間

初

音

幼
紺
仰
の
部
屋
と
し
蛍
放
ち
緩
む

術

瀬

位

悌

仙

骨

川

畑

昼

手
紙
を
静
か
な
く
な
っ
た
と
い
わ
れ

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
い
わ
ゆ
る
手
紙

離
れ
の
現
象
は
、
件
く
こ
と
を
通
じ

て
も
の
を
巧
、
ぇ
、
併
を
順
序
だ
て
、

的
確
な
文
章
に
臨
出
現
す
る
と
い
う

一

く
巡
動
を
尖
泊
し
て
い
ま
す
。

契
機
と
し
て
ず
紙
を
件
い
て
い
た
だ

「
ふ
み
の
日
」
と
定
め
、
こ
の 

を
H

郵
政
省
で
は
、
何
月 

a

一十
三
日
を

て
い
く
こ
と
を
な
比
し
て
い
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
と
巧
え
ら
れ
ま
す
。

つ
の
思
々
の
機
会
が
次
第
に
欠
わ
れ

「
ふ
み
の
日
」
を
設
定

T

政
近
は
、
氾
河 
似
の
持
及
に
よ
り
、

-8月定例人権行政合同相談一
相 と と

行 人擁地談員�  {主 ニ 午八

政 権綴方
相 擁諜法

前月ろ1: 祖医回1
十三

談 級長務 セ� H寺日

き

委委日 局 J ~ i(  
員 人タ三金

村長 時 ) �  

ホ
ン
な
ど
便
利
な
氾
話
機
を
つ
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ご
品
叩
叩
い
の
か

う
え
プ
ッ
シ
ュ
ホ
ン
や
ホ 
l
ム
テ
レ

ば
か
け
た
い
時
に
か
け
ら
れ
、
そ
の

こ
ん
な
場
介
、
単
独
氾
ぷ
に
す
れ

れ
な
い
の
で
凶
る
」
と
い
っ
た
ご
芯

見
を
よ
く
う
か
が
い
ま
す
。

い
の
だ
が
、
共
同
氾
訴
で
は
つ
け
ら

l

ュ
ホ
ン
や
ホ 

ム
テ
レ
ホ
ン
に
し
た

そ
こ
で
、
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-
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rl
 臓� 6か月
山登りに
参加しませんか/

0)(1

日� 

書
脚
色
電

電

肯� 

* 
* 
* 
* 
* 

ヲ除� 

ヲ骨� 

* 

島
明
弘
昌
世
  

似
た
ち
が
、
他
以

を
維
持
す
る
に
は
、

適
当
な
巡
動
を
行
・
7

こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
特
定

の
部
分
だ
け
を
動
か

す
の
で
な
く
、
か
ら

だ
の
作
部
分
を
動
か

す
こ
と
が
必
裂
で
す
。

そ
こ
で
川
で
は
み
な

m

さ
ん
の
体
力
�
 進、

健
康
刷
准
を
自
的
に

だ
れ
で
も
が
参
加
で
き
る
山
絞
り
を

計
画
し
ま
し
た
。
年
齢
、
性
別
、
人

数
の
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
で

き
る
だ
け
多
数
の
か
た
が
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

時

八
月
十
九
回
�
 (H
)

午
前
八
時
に
役
場
仰
を
出

発
し
、
午
後
-
一時
ご
ろ
に
�
 

州
る
�
 川
止
で
す
。

F

岨
咽
所

以
いの山行川町

準

備

お
弁
町
、
料
い
服
装

な
お
、
く
わ
し
く
は
住
民
似
祉
泌

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
雨
天
の
場
合
は

一卜
六
�
 に
公

H

更
し
ま
す
。
�
 

町
内
い
っ
せ
い

か
ら
卜
五
日
ま

清
掃
日

八
月
五
日
(
日
)
は
町
内
い

っ

せ
い
消
抑
日
で
す
。

当
日
は
、

二
戸
に

一
人
は
必
ず

州
日
)

山
て
.
保
刷
出
部
�
 さ
ん
の
指
示
に

従
っ
て
、
付
近
の
山
刈
リ
や
川
川

清掃センタ-

8月13-15日まで休業 * 
H

(
H

H
K

ド
川
川
仰
セ

ン
タ
ー

で
は
、
焼
却
炉
な

第
一
日
曜
日
は

ど
の
均
一装
工
事
の

た
め
、
八
月
十
一三�
 

今
年
も
日
本
脳
炎
の
発
生
の
時
期

と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
す
で
に

第
�
 サ
疑
似
忠
殺
が
本
県
で
発
生
し
、

で
三
日
間
休
業
い

た
し
ま
す
。

F

化
亡
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
忠

'ν 

久
間
か
ら
坂
本

払
引
先
生
め
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
次

の
こ
と
に
、
ト
分
内
立
し
て
く
だ
さ

ま
で
の
区
域
の
か

た
は
�
 
‘
前
凶
の
十

、
。
�
 

川口

一一

@
日
本
脳
炎
の
予
防
接
種
を
受
け
る

こ
と

@
睡
眠
や
栄
釜
を
卜
分
と
り
過
労
を

さ
け
る
こ
と

@
紋
の
駆
除
な
ど
清
潔
な
生
活
環
境

に
収
集
い
た
し
ま

す
か
ら
、
所
定
の
場
所
へ
叫
吋
附
ま
で

の
消
州
、
ド
プ
ダ
、
ら
え
な
ど
を
兎

に
山
し
て
く
だ
さ
い
。

点
に
掛川
揃
し
、
カ
や
ハ
エ
の
発
生

を
防
ぎ
消
淑
で
美
し
い
町
づ
く
り

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
当
日
雨
天
の
場
�
 

A
H
は
次

迎
(
十
二
日
)
の
日
附
日
に
延
期

し
ま
す
。

-
盲震
見
の
湾

袋
見
の
沌
は
.
沌
つ
ぼ
を
裂
か
一

ら
眺
め
ら
れ
る

こ
と
か
ら
名
づ
け
一

一

を
作
り
蚊
に
さ
さ
れ
な
い

よ
う
伐

ぷ
す
る
こ
と
。
�
 

um
の
終
下
に
ま
一

ら
れ
た
も
の
で
、
�
 

つ
わ
る
い
い
必
が
あ
る
。
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111午後� 

*場 所 勝浦病 院

日 三
本 Z 
H尚Z 

E炎� Z 

~ 5主� 
Z意� 
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* 
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*日	 l 8月 3日(金)

午後� 11時30分-31時� 

*場 所 	 機械i病院l

侍� 

*該当者 	 昭和52年� 11月から昭和� 

53年� 2月28日までに生

まtlfこ.-{。

※母イ-手帳を持ってきてください。� 

|乳児健康診断�  | 

*該当者 	 昭和54年� 4片から� 6月� 

30日までに生まれたイ 。

※母子手似を持ってきてくださ い。� 

夜間毅急当番表� 

8 月� 3 日 上勝 第 �  2診 療 所 �  

6 日� 

9 日

⑫日

15日

18日

21日

24日

27日

30日

i劫� j支 医 院� 

!除 浦 病 院

赤 岩 医 院� 

勝 浦 病 院� 

上勝診療所�  

山 西 医 院� 

勝� i甫 病 院� 

上勝第 �  2診療所�  

湯� j美 医 院� 

寺30分-31時

8月24日(金)本 日� 
¥} 

¥} 

平日 午後 6時~翌日午前 9時

休日 午後 7時~翌日午前 9時
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スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
山登りに参加しませんか
おしらせ

MUS04
テキストボックス
1歳６か月児童健康診断




